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   表 3-1:次世代ネットワークにおける品質クラスと接続制御機能の対応 

品質クラス 最優先クラス 高優先クラス 優先クラス ﾍﾞｽﾄｴﾌｫｰﾄｸﾗｽ 

優先制御クラス 
（Diffserv PHB[17][20][16]） 

との対応 
EF EF ㎈ 昄 ㎈ 	 –  
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5.3.2.3 ICMPv6プロトコル 

IPv6を使用する各種アプリケーションサーバ類は、RFC2463[15]に規定される ICMPv6
をサポートする必要があります。 
各種アプリケーションサーバ類は、網から ICMPv6エコー要求メッセージを受信した場
合、ICMPv6 エコー応答メッセージで応答することとします。ただし、網からの ICMPv6 
エコー要求メッセージは、各種アプリケーションサーバ類と網との故障切り分けを行う場

合を除いて、網側でフィルタリングされます。 
図 5-9に ICMPv6メッセージフォーマットを示します。また、表 5-6と表 5-7に、主

な ICMP情報メッセージとエラーメッセージのタイプを示します。 
 
 

0       7 8         15 16                 31 
タイプ(8) コード(8) チェックサム(16) 

メッセージ(可変長) 

 図 5-9：ICMPv6のメッセージフォーマット 
 

表 5-6：主な ICMPv6情報メッセージのタイプ 
タイプ 名称 

128 エコー要求（Echo Request） 

129 エコー応答（Echo Reply） 

133 ルータ要請（Router Solicitation） 

134 ルータ広告（Router Advertisement） 

135 近隣要請（Neighbor Solicitation） 

�Ò”
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B.1 RTPプロトコル2 
RTP
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（2） 転送品質クラス 高優先クラス 
 アドレス種別 IPv4（TCP/UDP）/IPv6（TCP/UDP） 
 帯域 セッション制御機能を利用して SDPの b=j
/TT4 1 Tf
0.5541/UDP
7 0 0cba0be80c74d07-21a TcTc
3566790 T94208dc057108fe>Tj
/TT2 1 Tf
11 Tf
96
5.84250.44 790.4603 Tm
( )Tj
/TT4 1 Tf
9 675 9 121.44 729.3203 Tm
<02a2>Tj
/TT2 3 Tf
1 0 TD
(2)Tj
/TT4 1 Tf
0.5533 0 TD
<02a3>Tj
/TT2 1 Tf
1 0 TD
( )Tj
/TT4 1 Tf
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<0c380af90dbc08ed03ab03e503b5>Tj
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7 0 TD
( )Tj
/TT4 1 Tf6 0 TD
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6 8 TD
( )Tj
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( )Tj
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3.7667 0 TD
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/TT2 1 Tf
6 0 TD
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2.981 Tw
[( IPv4)]TJ
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0 Tw
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/TT4 1 Tf
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表 5-1：メディア、コーデック種別[6] 
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選択肢 
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4.2 レイヤ 4仕様 

4.2.1 UDPプロトコル 

レイヤ 4プロトコルとして、RFC768[1]




